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　株式会社マキタは、電動工具メーカー製
として世界最速の充電式空気入れ「ＭＰ
001Ｇ＝写真／ＭＰ181Ｄ」を発売した。
　主な特徴は①同社従来機比で空気の吐出
量を約２倍に増加させ、トラクターなどの
タイヤへの充てん時間を大幅に短縮②最高
圧力を1110㌔パスカルまで高め、高圧が必
要なロードバイクのタイヤなどにも対応で
きる③「高速」「低速」など三つの充てんモ

ードのほか、減圧機能も搭載した──など。標準小売価格はＭＰ001Ｇが 
２万900円（税込み）、ＭＰ181Ｄが１万9800円（同）。
　問い合わせ先＝㈱マキタ（〒446 ─ 8502　愛知県安城市住吉町３丁目１１番
８号　☎0566·９８·1711）

㈱マキタ

充電式空気入れ「MP001G／MP181D」

エダマメ用色彩選別機「UDH ─ 1 ─ 4E ─ EM」
枝豆もぎとり機工業会

新
製
品
紹
介

新
製
品
紹
介

を
発
売
し
て
い
る
。

　
特
殊
な
遮
熱
剤
が
赤
外
線

を
反
射
し
、
農
業
用
ハ
ウ
ス

内
部
の
温
度
上
昇
を
抑
制
す

る
。
葉
面
温
度
や
果
樹
の
樹

体
温
度
の
抑
制
効
果
も
期
待

で
き
、
フ
ィ
ル
ム
が
破
損
す

る
ま
で
効
果
が
持
続
す
る
。

　
夏
季
は
温
度
上
昇
を
抑
制

す
る
た
め
、
灌か

ん

水す
い

の
回
数
を

軽
減
で
き
る
効
果
が
あ
り
、

冬
季
は
夜
間
の
熱
を
逃
が
し

に
く
い
効
果
が
あ
る
た
め
、

保
温
性
に
効
果
が
あ
る
。

　
フ
ィ
ル
ム
を
無
水
滴
剤
で

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
で

透
明
度
を
向
上
さ
せ
た
。
同

社
従
来
品
と
比
較
し
て
耐
候

性
と
耐
硫
黄
性
も
向
上
さ
せ

て
い
る
。

　
ゴ
ム
製
品
や
農
業
用
ハ
ウ

ス
向
け
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
生

産
・
販
売
す
る
オ
カ
モ
ト
株

式
会
社
は
、
通
年
利
用
が
可

能
な
塗
布
型
の
遮
熱
農
Ｐ
О

フ
ィ
ル
ム
「
Ｐ
О
ク
ー
ル
」

　枝豆もぎとり機工業会（株式会社マツモ
ト、株式会社ミツワ）は、人手と手間がか
かるエダマメ選別作業の負担を軽減す
る、エダマメ用色彩選別機「ＵＤＨ ─ １ ─
４Ｅ ─ ＥＭ」を発売した。
　主な特徴は①液晶タッチパネルで色や形
状を設定すれば不良品を検出する②最大登
録数は９９品種③高速コンベアとカラーＣＣ
Ｄカメラの組み合わせにより、秒速２㍍で
色、虫食い、黒点、変色を選別し不良品を
吹き飛ばす──など。
　問い合わせ先＝㈱マツモト（☎027·347·1921※北関東、東北地区）、㈱ミ
ツワ（☎0256·９８·6161※北関東、東北地区除く）

　
農
業
現
場
で
は
「
バ
イ
オ
ス
テ

ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
」
は
ま
だ
聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
で
あ
る
。
「
バ
イ

オ
」
（
生
物
）
と
「
ス
テ
ィ
ミ
ュ

ラ
ン
ト
」
（
刺
激
を
与
え
る
も

の
）
と
い
う
造
語
で
、
直
訳
す
れ

ば
「
生
物
刺
激
資
材
」
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
農
業
資
材
と
し
て
の
定
義
は
諸

説
あ
る
が
、
要
約
す
る
と
「
植
物

に
よ
り
良
い
生
理
状
態
を
も
た
ら

す
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
や
微
生
物
で

あ
り
、
植
物
や
そ
の
周
辺
環
境
が

本
来
持
つ
自
然
な
力
を
活
用
し

て
、
植
物
の
健
全
さ
、
ス
ト
レ
ス

へ
の
耐
性
、
収
量
と
品
質
、
収
穫

後
の
状
態
や
貯
蔵
性
に
つ
い
て
好

影
響
を
与
え
る
も
の
」
が
一
般
的

で
あ
る
。

　
農
薬
は
害
虫
・
病
気
・
雑
草
の

防
除
が
中
心
の
農
業
資
材
で
あ

る
。
一
方
、
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ

ラ
ン
ト
は
、
植
物
を
取
り
巻
く

「
非
生
物
的
ス
ト
レ
ス
」
を
緩
和

さ
せ
る
た
め
の
資
材
だ
。
高
温
、

乾
燥
、
日
照
不
足
、
塩
類
障
害
な

ど
、
外
的
な
物
理
的
ス
ト
レ
ス
の

対
策
資
材
で
あ
る
。
農
薬
は
原
因

生
物
を
殺
す
こ
と
が
中
心
だ
が
、

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
は
環

境
由
来
の
ス
ト
レ
ス
に
対
抗
で
き

る
植
物
の
体
質
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
資
材
で
あ
る
。

　
ま
た
、
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ

ン
ト
に
は
栄
養
効
果
は
な
い
。
た

だ
、
水
分
や
土
壌
ミ
ネ
ラ
ル
の
吸

収
を
改
善
し
、
吸
収
し
た
栄
養
素

の
代
謝
を
改
善
す
る
効
果
を
持
つ

も
の
も
あ
る
の
で
、
肥
料

な
ど
と
の
同
時
施
用
は
理

に
か
な
う
使
い
方
か
も
し

れ
な
い
。

　
病
害
虫
管
理
や
水
・
肥

培
管
理
を
正
し
く
行
っ
て

も
期
待
通
り
に
植
物
が
育

た
な
い
、
品
質
が
悪
い
と

い
う
と
き
は
「
非
生
物
的

ス
ト
レ
ス
」
の
緩
和
に
目

を
向
け
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
。

　
（
須
藤　

修
＝
日
本
バ

イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト

協
議
会
事
務
局
長
）

2農薬・肥料との違いは
〝非生物的〟ストレスを制御

　
鎌
塚
さ
ん
は
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
牛
舎
で
経
産
牛
１
３
５
頭
を
飼

養
す
る
。
自
給
飼
料
の
生
産
に
力

を
入
れ
、
２
０
２
０
年
は
地
主
１

１
１
人
か
ら
１
７
２
筆
の
圃
場
を

借
り
、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
３０

㌶
を
作
付
け
る
ほ
か
、
イ
タ
リ
ア

ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
１５
㌶
と
エ
ン
麦
５

㌶
を
栽
培
。
堆
肥
は
圃
場
に
還
元

し
、
不
足
分
は
近
隣
の
畜
産
農
家

か
ら
も
譲
り
受
け
る
。
循
環
型
農

業
を
実
践
し
な
が
ら
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
も
つ
な
げ
、
地
域
に

貢
献
し
て
い
る
。

　
「
き
っ
か
け
は
ネ
ギ
農
家
か
ら

の
耕
作
依
頼
と
飼
料
の
高
騰
だ
っ

た
。
農
家
の
ホ
ッ
と
し
た
顔
が
う

れ
し
か
っ
た
」
と
鎌
塚
さ
ん
。
約

１５
年
前
か
ら
耕
作
放
棄
地
を
見
つ

け
て
は
、
地
主
に
掛
け
合
っ
た

り
、
持
ち
主
不
明
の
土
地
を
農
業

委
員
に
問
い
合
わ
せ
た
り
し
て
い

る
。

　
１０
年
に
法
人
化
し
、
作
業
は
鎌

塚
さ
ん
夫
妻
と
義
父
、
勤
続
２１
年

の
従
業
員
、
外
国
人
技
能
実
習
生

４
人
の
計
８
人
で
行
う
。
月
７
日

の
休
暇
を
確
保
し
、
毎
日
誰
か
が

休
む
体
制
だ
。
搾
乳
は
１０
頭
シ
ン

グ
ル
の
パ
ラ
レ
ル
式
ミ
ル
キ
ン
グ

パ
ー
ラ
ー
を
活
用
す
る
。
経
産
牛

１
頭
当
た
り
乳
量
９
６
６
８
㌔
、

乳
脂
率
４
・
０７
％
、
無
脂
固
形
分

率
８
・
８０
％
、
体
細
胞
数
２９
万
８

千
個
だ
。

　
法
人
の
理
念
に
「
わ
く
わ
く
し

て
稼
ぎ
た
い
、

楽
し
て
稼
ぎ
た

い
」
を
掲
げ

る
。
省
力
化
と

効
率
化
の
た

め
、
積
極
的
に

機
械
化
を
進
め

る
ほ
か
、
会
計

事
務
所
や
労
務

管
理
事
務
所
か

ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
受
け
る
。

　
１５
年
に
は
自
走
式
ハ
ー
ベ
ス
タ

ー
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
を
導
入
し

た
。
刈
り
取
り
時
間
が
実
働
８
時

間
で
２
・
５
㌶
と
大
幅
削
減
で
き

た
ほ
か
、
切
断
長
が
１
㌢
均
一
と

短
く
発
酵
品
質
が
良
い
の
が
利
点

と
い
う
。
１８
年
に
は
細
断
型
コ
ン

ビ
ラ
ッ
プ
も
導
入
。
そ
れ
ま
で
の

ス
タ
ッ
ク
サ
イ
ロ
と
は
異
な
り
、

し
っ
か
り
と
圧
縮
梱こ

ん

包ぽ
う

す
る
た

め
、
廃
棄
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

個
包
保
存
の
た
め
、
コ
ー
ン
サ
イ

レ
ー
ジ
を
通
年
給
与
で
き
、
安
定

し
た
給
与
メ
ニ
ュ
ー
に
貢
献
し
て

い
る
。

　
乳
量
や
歩
数
で
発
情
を
発
見
す

る
発
情
発
見
器
は
、
１３
年
に
導
入

し
た
。
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
で
き
、

出
産
・
疾
病
な
ど
の
必
要
な
デ
ー

タ
を
入
力
す
る
習
慣
が
付
き
、
個

体
管
理
が
濃
密
に
な
っ
た
結
果
、

分ぶ
ん

娩べ
ん

間
隔
は
１３
・
６
カ
月
に
短
縮

し
た
。
年
間
１
３
０
頭
生
ま
れ
る

子
牛
管
理
の
省
力
化
の
た
め
、
哺

乳
ロ
ボ
ッ
ト
も
導
入
。
最
大
３０
頭

を
１
台
で
管
理
で
き
る
。

　
社
会
貢
献
も
重
視
す
る
。
幼
稚

園
で
は
出
前
搾
乳
体
験
と
バ
タ
ー

作
り
、
小
学
校
で
は
牧
場
見
学
、

中
学
校
で
は
講
師
と
し
て
招
か

れ
、
酪
農
の
魅
力
や
や
り
が
い
を

伝
え
、
高
校
で
は
農
村
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
郷
土
料
理
で

あ
る
す
い
と
ん
を
伝
承
す
る
。
大

雪
時
は
通
学
路
や
老
人
ホ
ー
ム
の

除
雪
も
行
う
。

　
　
　
◇　
　
　
　
◇

　
〈
そ
の
他
の
受
賞
者
〉

　
▽
農
林
水
産
省
畜
産
局
長
賞
＝

浅
野
達
彦
（
北
海
道
）
西
尾
直
樹

（
岐
阜
）
新
舎
和
久
（
広
島
）
馬

場
秀
治
（
長
崎
）　　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
お
わ
り

全
国
酪
農
青
年
女
性

酪
農
発
表
大
会

借地での自給飼料生産に注力
農林水産省畜産局長賞・審査委員長特別賞

群馬県
前橋市 鎌塚 智子さん

耕
作
放
棄
地
解
消
し
地
域
貢
献

下

オ
カ
モ
ト
㈱

赤
外
線
を
反
射
温
度
上
昇
を
抑
制

塗
布
型
の
遮
熱
農
Ｐ
Ｏ
フ
ィ
ル
ム

可
視
光
や
紫
外
線
は
透
過

し
、
赤
外
線
の
出
入
り
を
抑

え
る

出
穂
後
の
管
理

開
花
期
は
水
を
絶
や
さ
ず
に

と
押
し
出
さ
れ
て
く
る
こ
と

を
出し

ゅ
っ
す
い穂と
い
い
ま
す
。
約
５０

％
が
出
た
と
き
を
出
穂
期
、

９０
％
そ
ろ
っ
た
と
き
を
穂ほ

揃ぞ
ろ

い
期
と
呼
び
ま
す
。
出
穂
が

始
ま
る
と
、
先
端
の
方
の
籾

か
ら
開
花
が
始
ま
り
、
籾
殻

が
パ
ッ
ク
リ
開
い
て
雄
し
べ

が
外
に
出
る
と
同
時
に
花
粉

が
飛
び
、
自
分
の
雌
し
べ
に

受
粉
し
て
、
籾
殻
は
し
ば
ら

く
し
て
閉
じ
て
し
ま
い
ま

す
。
開
花
は
朝
に
始
ま
り
午

前
中
で
ほ
ぼ
終
了
し
ま
す
。

開
花
期
も
稲
が
温
度
に
敏
感

な
時
期
で
、
平
均
気
温
２０
度

以
下
で
は
不
稔
籾
が
増
し
て

障
害
型
冷
害
を
も
た
ら
し
ま

す
。
近
年
の
温
暖
化
傾
向
に

よ
り
冷
害
の
心
配
は
無
さ
そ

う
で
す
。
同
様
に
、
最
高
気

温
が
３６
度
以
上
で
も
不
稔
が

多
発
し
ま
す
。
出
穂
開
花
期

は
穂
が
水
不
足
に
最
も
弱
い

　
幼
穂
形
成
期
に
分
げ
つ
の

根
元
に
あ
っ
た
穂
の
赤
ち
ゃ

ん
が
大
き
く
な
り
、
葉よ

う
し
ょ
う鞘の

中
に
守
ら
れ
て
い
る
時
期
を

穂ほ

孕ば
ら
み期き

と
い
い
ま
す
。
こ
の

時
期
は
、
雄
し
べ
の
花
粉
が

完
成
す
る
時
期
に
当
た
り
、

平
均
気
温
２０
度
を
下
回
る
と

不ふ

稔ね
ん

籾も
み

が
多
発
す
る
こ
と
か

ら
、
深
水
で
保
温
し
て
幼よ

う

穂す
い

を
冷
害
か
ら
守
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
茎
の
節
と
節
の

間
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
り
、

穂
が
止
葉
の
根
元
か
ら
外
へ

時
期
で
、
こ
の
間
は
「
花

水
」
と
い
っ
て
灌か

ん

漑が
い

を
切
ら

さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
以
降
、
登
熟
期
は
、
間

断
灌
漑
を
行
っ
て
根
の
活
力

維
持
に
努
め
ま
す
。

　
登
熟
期
平
均
気
温
が
２７
度

以
上
で
は
、
玄
米
の
一
部
が

白
濁
す
る
白
未
熟
粒
が
増
え

て
玄
米
の
等
級
が
下
が
り
、

大
幅
に
買
い
取
り
価
格
が
安

く
な
り
ま
す
。
作
期
の
変

更
、
熟
期
の
遅
い
品
種
や
耐

性
品
種
へ
の
変
更
が
望
ま
れ

ま
す
。
い
も
ち
病
・
カ
メ
ム

シ
の
防
除
も
お
忘
れ
な
く
。

　
（
齊
藤　

邦
行
＝
岡
山
大

学
学
術
研
究
院
環
境
生
命
科

学
学
域
教
授
）

　
関
東
農
政
局
は
７
月
２８
日
、
栃
木
県
で
飼
料
用
米
の
コ
ス

ト
低
減
に
向
け
た
研
修
会
を
開
い
た
。
栃
木
県
農
業
試
験
場

は
、
倒
伏
へ
の
耐
性
が
高
い
「
あ
さ
ひ
の
夢
」
で
、
多
収
に

つ
な
が
る
施
肥
時
期
と
、
省
力
化
技
術
で
あ
る
「
高
密
度
播

種
」
「
流
し
込
み
施
肥
」
の
収
量
性
な
ど
に
つ
い
て
試
験
結

果
を
報
告
し
た
。
概
要
を
紹
介
す
る
。

表　高密度播種の収量調査
（2019年、「あさひの夢」）

コスト抑え収量確保コスト抑え収量確保
　
施
肥
体
系
の
検
討
で
は
、
基

肥
に
加
え
出
穂
２０
日
前
に
追
肥

す
る
と
、
基
肥
だ
け
の
施
肥
に

比
べ
１０
㌃
当
た
り
６７
㌔
増
の
６

１
５
㌔
と
な
っ
た
。
髙
齋
光
延

研
究
員
は
「
追
肥
は
、
安
定
し

た
収
量
を
得
る
た
め
に
必
要
な

技
術
」
と
強
調
。
高
温
に
よ
る

登
熟
不
良
の
回
避
に
も
重
要
と

示
し
た
。
施
肥
時
期
で
は
、
４０

日
前
や
５
日
前
よ
り
も
、
千
粒

重
と
総
も
み
数
が
と
も
に
安
定

確
保
で
き
、
多
収
と
な
る
。
幼

穂
長
で
３
㍉
ほ
ど
が
目
安
だ
と

い
う
。

　
出
穂
２０
日
前
の
追
肥
は
、
株

間
３０
㌢
・
坪
３７
株
の
疎
植
栽
培

で
も
有
効
。
坪
７０
株
の
慣
行
栽

培
の
収
量
６
２
９
㌔
に
対
し
、

苗
数
を
削
減
し
て
省
力
化
を
図

り
つ
つ
、
収
量
６
４
４
㌔
を
実

現
し
た
。

高
密
度
播
種

流
し
込
み
施
肥

育
苗
は
２０
日
を
推
奨

水
口
位
置
や
水
量
に
留
意

　
高
密
度
播
種
は
、
苗
箱
当
た

り
の
播
種
量
を
増
や
し
て
苗
箱

の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

１
箱
当
た
り
乾
も
み
で
２
５
０

㌘
と
約
２
倍
播
種
し
て
箱
数
を

半
減
し
つ
つ
、
慣
行
と
同
程
度

の
収
量
が
確
保
で
き
た
と
説
明

し
た
。
育
苗
器
を
使
っ
て
日
数

の
短
縮
も
試
験
し
、
育
苗
１２
日

で
機
械
植
え
に
必
要
な
苗
の
草

丈
１０
㌢
が
確
保
で
き
る
と
分
か

っ
た
。

　
育
苗
期
間
が
３０
日
に
伸
び
る

と
茎
数
が
少
な
く
推
移
す
る

が
、
収
量
に
問
題
は
な
く
６
５

０
㌔
を
確
保
し
た
。
た
だ
し
、

老
化
が
進
み
や
す
い
た
め
、

「
移
植
直
後
の
低
温
や
強
風
、

高
温
に
よ
る
除
草
剤
の
薬
害
な

ど
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
い
う
。

天
候
の
影
響
を
考
慮
し
、
２０
日

育
苗
を
推
奨
し
て
い
る
。

　
流
し
込
み
施
肥
は
、
ネ
ッ
ト

袋
に
入
れ
た
専
用
肥
料
を
水
口

に
セ
ッ
ト
し
、
圃
場
の
入
水
に

よ
っ
て
肥
料
を
拡
散
さ
せ
る
技

術
。
追
肥
に
か
か
る
時
間
を
１０

㌃
当
た
り
１０
分
程
度
短
い
３
・

３
分
に
短
縮
で
き
る
と
さ
れ

る
。
試
験
の
結
果
、
収
量
は
従

来
の
追
肥
体
系
と
同
等
の
１０
㌃

６
５
５
㌔
と
な
っ
た
。
一
方

で
、
水
口
を
端
に
設
け
、
入
水

量
を
１
時
間
当
た
り
１
・
０
㌢

に
し
た
場
合
、
圃
場
内
の
収
量

は
５
４
４
～
７
６
６
㌔
と
ば
ら

つ
き
が
見
ら
れ
た
。

　
髙
齋
研
究
員
は
「
施
肥
む
ら

飼料用米 栃木県が省力技術など検証

稲
の
開
花

　
農
林
水
産
省
は
４
日
、
病
害

虫
発
生
予
報
第
６
号
を
発
表
し

た
。
水
稲
で
は
、
東
海
以
西
で

昨
年
よ
り
早
い
時
期
か
ら
確
認

さ
れ
て
い
る
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

に
つ
い
て
、
都
道
府
県
の
発
生

予
察
な
ど
を
注
視
し
、
発
生
状

況
に
応
じ
た
適
期
・
適
切
な
防

除
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
注
意

報
は
、
岐
阜
県
・
三
重
県
・
奈

良
県
・
長
崎
県
に
加
え
、
大
阪

府
で
も
発
表
さ
れ
た
。

　
向
こ
う
１
カ
月
の
主
要
病
害

虫
の
発
生
動
向
は
次
の
通
り
。

　
▼
水
稲　
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
が

東
海
・
中
国
で
「
多
い
」
、
南

関
東
・
近
畿
・
四
国
で
「
や
や

多
い
」
。
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

が
甲
信
・
近
畿
・
四
国
で
「
や

や
多
い
」
。
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

が
東
海
・
近
畿
で
「
多
い
」
、

北
九
州
で
「
や
や
多
い
」
。
斑

点
米
カ
メ
ム
シ
類
が
北
海
道
・

東
北
・
甲
信
・
北
陸
・
東
海
・

近
畿
・
中
国
・
四
国
で
「
多

い
」
、
北
関
東
・
北
九
州
で

「
や
や
多
い
」
。
い
も
ち
病
が

東
北
・
北
関
東
・
甲
信
・
東
海

・
四
国
で
「
多
い
」
、
南
関
東

・
近
畿
・
中
国
・
北
九
州
で

「
や
や
多
い
」
。
縞
葉
枯
病

（
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
）
が
北
海

道
で
「
多
い
」
、
甲
信
・
近
畿

・
中
国
で
「
や
や
多
い
」
。
紋

枯
病
が
東
海
・
近
畿
・
四
国
で

「
多
い
」
、
東
北
・
関
東
・
中

国
・
北
九
州
で
「
や
や
多

い
」
。

　
▼
野
菜
・
花
き
（
発
生
が

「
多
い
」
病
害
虫
と
地
域
）　

作
物
共
通
で
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
が

近
畿
、
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
が
北

陸
・
四
国
。
大
豆
の
吸
実
性
カ

メ
ム
シ
類
が
北
東
北
。
イ
チ
ゴ

の
ハ
ダ
ニ
類
が
南
関
東
・
四
国

・
北
九
州
。
キ
ュ
ウ
リ
褐
斑
病

が
近
畿
。
ト
マ
ト
の
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
類
が
東
海
。
ナ
ス
の
ア
ブ
ラ

ム
シ
類
が
四
国
、
ハ
ダ
ニ
類
が

南
関
東
。
ネ
ギ
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類
が
北
東
北
・
南
関
東
。
キ
ク

第
６
号

白
さ
び
病
が
北
陸
。

　
▼
果
樹
・
茶
（
同
）　
柿
の

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
が
四
国
。
ナ

シ
は
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
が
北
関

東
、
ハ
ダ
ニ
類
が
北
東
北
・
北

九
州
、
黒
星
病
が
北
陸
。
モ
モ

せ
ん
孔こ

う

細
菌
病
が
北
東
北
。
リ

ン
ゴ
は
黒
星
病
が
南
東
北
、
斑

点
落
葉
病
が
北
関
東
。
茶
は
チ

ャ
ノ
ホ
ソ
ガ
が
南
九
州
、
ハ
ダ

ニ
類
が
北
九
州
、
炭
そ
病
が
南

関
東
・
東
海
。

水
稲
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
が
多
い

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
倒
伏
に

強
い
品
種
、
食
味
を
重
視
し
な

い
飼
料
用
米
に
向
く
」
と
説
明

し
た
。
肥
料
拡
散
の
確
保
で

は
、
水
口
は
中
央
に
設
定
し
、

で
き
る
だ
け
入
水
量
を
１
時
間

３
・
０
㌢
を
確
保
す
る
と
、
収

量
の
ば
ら
つ
き
が
抑
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
１
㌶
を
超
え
る
大

区
画
圃
場
で
は
、
水
尻
を
開
け

る
こ
と
で
拡
散
し
や
す
く
な
る

と
の
試
験
成
果
を
紹
介
し
た
。

数
を
削
減
。
資
材
費
の
削
減
や

育
苗
・
移
植
時
の
軽
労
化
な
ど

高密度播種 
（250㌘／箱）

慣行
（120㌘／箱）

育苗
日数 １２日 ２０日 ３０日 ２４日

収量
（㌔／１０㌃） 651 660 650 672

穂数
（本／平方㍍） 349 355 352 344

１穂もみ数 83.9 85.2 87.5 93.6

　
【
山
形
支
局
】
土
地
利
用
型

農
業
を
約
１
０
０
㌶
で
展
開
す

る
長
井
市
成
田
の
農
事
組
合
法

人
成
田
農
産
は
、
カ
ゴ
メ
株
式

会
社
と
契
約
し
、
ジ
ュ
ー
ス
用

ト
マ
ト
約
２
・
４
㌶
を
露
地
栽

培
す
る
。
農
地
集
積
が
進
む

中
、
高
収
益
確
保
を
目
指
す
。

代
表
の
飯
澤
和
郎
さ
ん（
６３
）は

「
品
種
や
定
植
時
期
、
栽
培
管

理
を
工
夫
し
て
、
作
付
面
積
や

収
穫
量
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

　
水
稲
約
６４
㌶
、
大
豆
約
２９

㌶
、
サ
ク
ラ
「
啓
翁
桜
」
５
㌶

な
ど
を
栽
培
。
ト
マ
ト
は
４
～

５
月
の
３
回
に
分
け
て
３
万
５

千
株
ほ
ど
定
植
し
、
田
植
え
な

ど
と
の
作
業
分
散
を
図
る
。
収

穫
期
は
８
月
上
旬
で
、
１
株
当

た
り
約
８０
個
収
穫
で
き
る
。

　
専
用
の
収
穫
機
は
、
カ
ゴ
メ

か
ら
契
約
後
２
年
間
レ
ン
タ
ル

し
、
昨
年
は
新
規
に
購
入
。
刈

り
取
り
と
選
別
が
一
体
化
し
、

並
走
す
る
運
搬
車
の
コ
ン
テ
ナ

へ
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
直
接
移
す
。

常
時
５
人
で
作
業
す
る
。

　
作
業
機
が
タ
ー
ン
し
や
す
い

圃
場
内
ス
ペ
ー
ス
や
、
収
穫
後

に
コ
ン
テ
ナ
を
積
み
上
げ
る
場

所
、
搬
送
用
ト
ラ
ッ
ク
の
停
車

場
所
な
ど
、
条
件
が
そ
ろ
う
圃

場
は
限
ら
れ
る
。
土
作
り
に
力

を
入
れ
、
同
じ
圃
場
で
長
期
間

の
作
付
け
が
で
き
る
よ
う
心
掛

け
て
い
る
。
１９
年
産
の
収
量
は

１０
㌃
当
た
り
約
６
㌧
で
、
２０
年

産
は
７
月
豪
雨
の
影
響
で
約
５

㌧
だ
っ
た
と
い
う
。

「安定した収穫量が確保できれ
ば、収入を期待できる作物」と
飯澤さん

土
地
利
用
型
農
業
の
品
目
に

加
工
用
ト
マ
ト
を
契
約
栽
培

長
井
市
・
成
田
農
産


